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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データをディジタルアナログ変換処理して駆動信号を生成し、前記駆動信号により
マトリックス状に画素を配置してなる表示部の信号線を駆動するフラットディスプレイ装
置の駆動回路において、
　複数の原基準電圧を生成する原基準電圧生成回路と、
　抵抗を複数個直列接続した分圧回路をさらに複数個直列に接続して抵抗直列回路が形成
され、前記抵抗直列回路の両端及び前記分圧回路間に前記原基準電圧をそれぞれ入力し、
前記複数個の分圧回路による分圧電圧により複数の基準電圧を出力する基準電圧生成回路
と、
　前記画像データを順次信号線に振り分けるシフトレジスタと、
　前記複数の基準電圧を入力し、前記シフトレジスタにより振り分けられた前記画像デー
タに応じて選択出力することにより、前記駆動信号を出力する駆動信号のディジタルアナ
ログ変換回路とを備え、
　前記基準電圧生成回路は、
　ガンマ特性の異なる複数の系統により前記基準電圧を生成し、
　前記シフトレジスタは、
　さらに前記画像データと共に入力される選択信号を順次前記信号線に振り分け、
　前記駆動信号のディジタルアナログ変換回路は、
　前記シフトレジスタにより振り分けられた前記選択信号に応じて、前記複数の系統より
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１の系統の基準電圧を選択し、該選択した前記基準電圧を前記画像データに応じて選択出
力する
　フラットディスプレイ装置の駆動回路。
【請求項２】
　前記原基準電圧生成回路は、
　前記基準電圧の系統にそれぞれ対応する複数の系統により前記原基準電圧を生成して出
力し、
　前記基準電圧生成回路は、
　前記基準電圧の系統にそれぞれが対応する複数の系統の前記抵抗直列回路により、各系
統の前記原基準電圧をそれぞれ分圧して、前記複数の系統による前記基準電圧を出力する
　請求項１に記載のフラットディスプレイ装置の駆動回路。
【請求項３】
　前記原基準電圧生成回路は、
　原基準電圧設定データをディジタルアナログ変換処理して前記原基準電圧を生成する複
数の原基準電圧用のディジタルアナログ変換回路により、前記原基準電圧を生成し、
　前記原基準電圧のうち各系統の黒レベル及び白レベルに係る原基準電圧を、前記複数の
系統で共通の前記原基準電圧用のディジタルアナログ変換回路により生成する
　請求項２に記載のフラットディスプレイ装置の駆動回路。
【請求項４】
　前記駆動信号のディジタルアナログ変換回路から出力される前記駆動信号を、カラー画
像の表示に係る複数組の画素に順次循環的に出力するセレクタを有する
　請求項１に記載のフラットディスプレイ装置の駆動回路。
【請求項５】
　画像データによる画像を表示するフラットディスプレイ装置において、
　マトリックス状に画素を配置してなる表示部と、
　画像データより駆動信号を生成し、前記駆動信号により前記表示部の信号線を駆動する
水平駆動回路と、
　前記水平駆動回路に画像データを出力する本体装置とを有し、
　前記本体装置は、
　前記画像データと共に、前記画像データの表示に供するガンマ特性の選択を指示する選
択信号を前記水平駆動回路に出力し、
　前記水平駆動回路は、
　複数の原基準電圧を生成する原基準電圧生成回路と、
　抵抗を複数個直列接続した分圧回路をさらに複数個直列に接続して抵抗直列回路が形成
され、前記抵抗直列回路の両端及び前記分圧回路間に前記原基準電圧をそれぞれ入力し、
前記複数個の分圧回路による分圧電圧により複数の基準電圧を出力する基準電圧生成回路
と、
　前記画像データを順次信号線に振り分けるシフトレジスタと、
　前記複数の基準電圧を入力し、前記シフトレジスタにより振り分けられた前記画像デー
タに応じて選択出力することにより、前記駆動信号を出力する駆動信号のディジタルアナ
ログ変換回路とを備え、
　前記基準電圧生成回路は、
　ガンマ特性の異なる複数の系統により前記基準電圧を生成し、
　前記シフトレジスタは、
　さらに前記画像データと共に入力される選択信号を順次前記信号線に振り分け、
　前記駆動信号のディジタルアナログ変換回路は、
　前記シフトレジスタにより振り分けられた前記選択信号に応じて、前記複数の系統より
１の系統の基準電圧を選択し、該選択した前記基準電圧を前記画像データに応じて選択出
力する
　フラットディスプレイ装置。
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【請求項６】
　前記原基準電圧生成回路は、
　前記基準電圧の系統にそれぞれ対応する複数の系統により前記原基準電圧を生成して出
力し、
　前記基準電圧生成回路は、
　前記基準電圧の系統にそれぞれが対応する複数の系統の前記抵抗直列回路により、各系
統の前記原基準電圧をそれぞれ分圧して、前記複数の系統による前記基準電圧を出力する
　請求項５に記載のフラットディスプレイ装置。
【請求項７】
　前記原基準電圧生成回路は、
　原基準電圧設定データをディジタルアナログ変換処理して前記原基準電圧を生成する複
数の原基準電圧用のディジタルアナログ変換回路により、前記原基準電圧を生成し、
　前記原基準電圧のうち各系統の黒レベル及び白レベルに係る原基準電圧を、前記複数の
系統で共通の前記原基準電圧用のディジタルアナログ変換回路により生成する
　請求項６に記載のフラットディスプレイ装置。
【請求項８】
　前記駆動信号のディジタルアナログ変換回路から出力される前記駆動信号を、カラー画
像の表示に係る複数組の画素に順次循環的に出力するセレクタを有する
　請求項５に記載のフラットディスプレイ装置。
【請求項９】
　前記選択信号による前記基準電圧の系統の選択により、
　１画面中における水平方向及び又は垂直方向の所定範囲の領域で、前記表示部の表示に
係るガンマ特性を切り換える
　請求項５に記載のフラットディスプレイ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フラットディスプレイ装置の駆動回路及びフラットディスプレイ装置に関し
、例えば有機ＥＬ（Electro Luminescence）素子による表示装置に適用することができる
。本発明は、ガンマ特性の異なる複数の系統により基準電圧を生成し、選択信号に応じて
、この複数の系統より１の系統を選択し、該選択した基準電圧を画像データに応じて選択
して画素の階調を設定することにより、同時に表示する異なる表示対象をそれぞれ適切な
ガンマ特性により表示することができるようにする。
【背景技術】
【０００２】
　従来、フラットディスプレイ装置の１つである液晶表示装置においては、例えば特開平
１０－３３３６４８号公報に開示されているように、ディジタルアナログ変換処理に供す
る基準電圧の設定によりガンマの特性を切り換えるようになされている。
【０００３】
　すなわち図１６に示すように、液晶表示装置１は、液晶セル、液晶セルのスイッチング
素子、保持容量により各画素（Ｐ）３Ｒ、３Ｇ、３Ｂが形成され、これら各画素３Ｒ、３
Ｇ、３Ｂをマトリックス状に配置して表示部２が形成される。液晶表示装置１は、この表
示部２の各画素３Ｒ、３Ｇ、３Ｂがそれぞれ信号線（列線）ＳＩＧ及びゲート線（行線）
Ｇを介して水平駆動回路４及び垂直駆動回路５に接続され、垂直駆動回路５により順次画
素３Ｒ、３Ｇ、３Ｂを選択して水平駆動回路４からの駆動信号により各画素３Ｒ、３Ｇ、
３Ｂの階調を設定し、これにより所望の画像を表示するようになされている。またそれぞ
れ赤色、緑色及び青色のカラーフィルタを設けてなる画素３Ｒ、３Ｇ、３Ｂを順次循環的
に配置することにより、カラー画像を表示できるようになされている。
【０００４】
　このため液晶表示装置１は、装置本体６から表示に供する赤色、緑色、青色の画像デー
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タＤＲ、ＤＧ、ＤＢを同時並列的にコントローラ７に入力し、この画像データＤＲ、ＤＧ
、ＤＢに同期したタイミング信号により垂直駆動回路５で表示部２のゲート線Ｇを駆動す
る。また水平駆動回路４における信号線ＳＩＧの駆動に対応するように、これら画像デー
タＤＲ、ＤＧ、ＤＢを時分割多重化して１系統の画像データＤ１を生成し、この画像デー
タＤ１により水平駆動回路４で信号線ＳＩＧを駆動する。
【０００５】
　図１７は、この水平駆動回路４及びコントローラ７を関連する構成と共に詳細に示すブ
ロック図である。コントローラ７は、メモリ制御回路９の制御により装置本体６から出力
される画像データＤＲ、ＤＧ、ＤＢをメモリ１０に順次格納して出力することにより、水
平駆動回路４による信号線ＳＩＧの駆動に対応するように、水平走査期間を単位にして、
ライン単位で同一色に係る画像データが連続するように、これら画像データＤＲ、ＤＧ、
ＤＢを時分割多重化して１系統により出力する。具体的に、この例では、赤色、緑色、青
色の画素３Ｒ、３Ｇ、３Ｂについて、水平駆動回路４は、赤色の画素３Ｒ、緑色の画素３
Ｇ、青色の画素３Ｂを順次ライン単位で駆動するようになされており、これによりコント
ローラ７は、図１８（Ｂ）に示すように、赤色の画像データＤＲ、緑色の画像データＤＧ
、青色の画像データＤＢをライン単位で順次循環的に繰り返すようにしてこの画像データ
Ｄ１を出力する。
【０００６】
　またコントローラ７は、タイミングジェネレータ（ＴＧ）１１によりこの画像データＤ
１に同期した各種タイミング信号を生成して水平駆動回路４、垂直駆動回路５に出力する
。なおここでこのタイミング信号にあっては、例えば画像データＤ１のクロックＣＫ（図
１８（Ａ））、この画像データＤ１における各色の画像データＤＲ、ＤＧ、ＤＢの開始及
び終了のタイミングを示すスタートパルスＳＴ（図１８（Ｃ））及びストローブパルスＳ
Ｐ（図１８（Ｄ））等である。
【０００７】
　またコントローラ７は、ディジタルアナログ変換処理に供する基準電圧の生成基準であ
る原基準電圧ＶＲＴ、ＶＢ～ＶＧ、ＶＲＢを原基準電圧生成回路１２で生成して水平駆動
回路４に出力する。
【０００８】
　水平駆動回路４は、コントローラ７から出力される画像データＤ１をシフトレジスタ１
３に入力し、この画像データＤ１を表示部２の信号線の系統に順次振り分けて出力する。
基準電圧生成回路１４は、画像データＤ１の各階調に対応する電圧である基準電圧Ｖ１～
Ｖ６４を、コントローラ７から入力される原基準電圧ＶＲＴ、ＶＢ～ＶＧ、ＶＲＢから生
成して出力する。
【０００９】
　ディジタルアナログ変換回路（Ｄ／Ａ）１５Ａ～１５Ｎは、それぞれシフトレジスタ１
３の出力データをディジタルアナログ変換処理し、これによりこの例では、隣接する３つ
の信号線ＳＩＧの駆動信号を時分割多重化してなる駆動信号を出力する。ディジタルアナ
ログ変換回路１５Ａ～１５Ｎは、シフトレジスタ１３の出力データに応じて基準電圧生成
回路１４で生成される基準電圧Ｖ１～Ｖ６４を選択して出力することにより、シフトレジ
スタ１３から出力される画像データをディジタルアナログ変換処理する。
【００１０】
　増幅回路１６Ａ～１６Ｎは、このディジタルアナログ変換回路１５Ａ～１５Ｎの出力信
号をそれぞれ増幅して表示部２に出力し、表示部２においては、セレクタ１７Ａ～１７Ｎ
において、この増幅回路１６Ａ～１６Ｎの出力信号をそれぞれ赤色、緑色、青色の画素３
Ｒ、３Ｇ、３Ｂに係る信号線ＳＩＧに順次循環的に出力する。
【００１１】
　このようにして原基準電圧ＶＲＴ、ＶＢ～ＶＧ、ＶＲＢから生成した基準電圧Ｖ１～Ｖ
６４を選択して各信号線ＳＩＧの駆動信号を生成するようにして、図１９は、これら原基
準電圧ＶＲＴ、ＶＢ～ＶＧ、ＶＲＢの生成に供する原基準電圧生成回路１２、基準電圧Ｖ
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１～Ｖ６４の生成に供する基準電圧生成回路１４の構成を示すブロック図である。
【００１２】
　原基準電圧生成回路１２は、所定個数の抵抗を直列接続した分圧回路２１が設けられ、
この分圧回路２１により基準電圧生成用電圧ＶＣＯＭを分圧して原基準電圧ＶＲＴ、ＶＢ
～ＶＧ、ＶＲＢを生成する。これにより原基準電圧生成回路１２は、抵抗分圧により原基
準電圧ＶＲＴ、ＶＢ～ＶＧ、ＶＲＢを生成し、それぞれ増幅回路２４Ａ～２４Ｈを介して
出力するようになされている。なお原基準電圧生成回路１２は、選択回路２２、反転増幅
回路２３によりこの分圧回路２１に印加する電圧を切り換えることができるように構成さ
れ、これによりライン反転又はフレーム反転に対応できるようになされている。これによ
り図１８（Ｆ）は、ライン反転による場合の信号線ＳＩＧの電位を示すものである。
【００１３】
　これに対して基準電圧生成回路１４は、抵抗値の等しい抵抗をそれぞれ所定個数だけ直
列接続してなる分圧回路Ｒ１～Ｒ７を、さらに直列接続して抵抗直列回路２６が形成され
、この抵抗直列回路２６の一端、この抵抗直列回路２６を構成する分圧回路Ｒ１～Ｒ７の
接続点、抵抗直列回路２６の他端に、それぞれ増幅回路２７Ａ～２７Ｈを介して原基準電
圧ＶＲＴ、ＶＢ～ＶＧ、ＶＲＢが入力される。これにより基準電圧生成回路１４は、原基
準電圧生成回路１２で生成した原基準電圧ＶＲＴ、ＶＢ～ＶＧ、ＶＲＢによる各電位差を
、これらの分圧回路Ｒ１～Ｒ７でそれぞれさらに分圧して原基準電圧ＶＲＴ、ＶＲＢの範
囲で基準電圧Ｖ１～Ｖ６４を生成するようになされている。
【００１４】
　このようにして原基準電圧ＶＲＴ、ＶＢ～ＶＧ、ＶＲＢから基準電圧Ｖ１～Ｖ６４を生
成するようにして、基準電圧生成回路１４は、分圧回路Ｒ１～Ｒ７を構成する抵抗の数が
それぞれ所定個数に設定され、これにより原基準電圧ＶＲＴ、ＶＢ～ＶＧ、ＶＲＢを分圧
して画像データＤ１の階調に対応する複数の基準電圧Ｖ１～Ｖ６４を出力できるようにな
されている。
【００１５】
　原基準電圧生成回路１２においては、このようにして画像データＤ１の階調に対応する
基準電圧Ｖ１～Ｖ６４により、所望のガンマ特性による画像を表示するように、分圧回路
２１を構成する抵抗の値が設定される。これにより電圧ＶＣＯＭを５〔Ｖ〕に設定した例
により図２０において符号Ｌ１により示すように、原基準電圧ＶＲＴ、ＶＢ～ＶＧ、ＶＲ
Ｂの設定による折れ線近似により所望のガンマ特性を確保できるようになされている。ま
た原基準電圧生成回路１２においては、配線パターンの変更により、この分圧回路２１か
ら出力する原基準電圧ＶＲＴ、ＶＢ～ＶＧ、ＶＲＢを切り換えることができるようになさ
れ、これにより符号Ｌ１により示す特性との対比により符号Ｌ２により示すように、例え
ば両端の電位である原基準電圧ＶＲＴ、ＶＲＢを固定した状態で、残りの原基準電圧ＶＢ
～ＶＧを矢印により示す範囲で可変して種々にガンマ特性を可変できるようになされてい
る。
【００１６】
　このようにして原基準電圧ＶＲＴ、ＶＢ～ＶＧ、ＶＲＢを生成する原基準電圧生成回路
１２の設定によりガンマ特性を切り換えることができるようにして、液晶表示装置１では
、原基準電圧生成回路１２に係るコントローラ７がコントロールＩＣにより形成されるの
に対し、水平駆動回路４がドライバＩＣにより形成される。これにより従来、液晶表示装
置１では、コントロールＩＣだけを付け替えることにより、ガンマ特性の異なる製品を製
造することができるようになされ、またこれによりガンマ特性の修正にあっては、修正に
要する期間を短くすることができるようになされている。
【００１７】
　ところでこの種のディスプレイ装置においては、例えば図２１に示すように撮像結果等
による自然画Ｇと、操作等に関するメニューＭ１～Ｍ３とを同時に表示する場合のように
、複数の異なる表示対象を同時に表示する場合がある。このような表示対象のうち自然画
Ｇについては、図２２において符号Ｌ１により示すように、画像データＤ１の変化に対し
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て輝度レベルの変化を黒レベル側で大きくすることにより、輝度レベルの低い部分で立体
感を確保することができ、これにより高い質感により黒髪等を表示して高い画質により表
示することができる。しかしながらメニューＭ１～Ｍ３については、このように画像デー
タの変化に対して輝度レベルの変化を黒レベル側で大きくすると、メリハリの欠けた表示
となり、視認性が劣化する。このためメニューＭ１～Ｍ３においては、図２２において符
号Ｌ２により示すように、画像データＤ１の変化に対して輝度レベルの変化をほぼ一定に
設定した直線的な特性により表示することが求められる。
【００１８】
　これによりこのように複数の異なる表示対象を同時に表示する場合、上述した基準電圧
Ｖ１～Ｖ６４により設定されるガンマ特性を切り換えることが必要となる。しかしながら
実際上、上述したような従来構成による原基準電圧生成回路１２、基準電圧生成回路１４
による構成によっては、このように表示対象によってガンマ特性を切り換えることができ
ず、これにより従来の表示装置においては、複数の異なる表示対象を同時に表示する場合
に、各表示対象を適切なガンマ特性により表示できない問題があった。
【００１９】
　因みに、このような問題を解消する１つの方法として、画像データの処理により対応す
る方法もあるが、この方法の場合、画像データの処理が煩雑になる問題がある。
【特許文献１】特開平１０－３３３６４８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２０】
  本発明は以上の点を考慮してなされたもので、同時に表示する異なる表示対象をそれぞ
れ適切なガンマ特性により表示することができるフラットディスプレイ装置の駆動回路及
びフラットディスプレイ装置を提案しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　かかる課題を解決するため請求項１の発明においては、画像データをディジタルアナロ
グ変換処理して駆動信号を生成し、駆動信号によりマトリックス状に画素を配置してなる
表示部の信号線を駆動するフラットディスプレイ装置の駆動回路に適用して、複数の原基
準電圧を生成する原基準電圧生成回路と、抵抗を複数個直列接続した分圧回路をさらに複
数個直列に接続して抵抗直列回路が形成され、抵抗直列回路の両端及び分圧回路間に原基
準電圧をそれぞれ入力し、複数個の分圧回路による分圧電圧により複数の基準電圧を出力
する基準電圧生成回路と、前記画像データを順次信号線に振り分けるシフトレジスタと、
前記複数の基準電圧を入力し、前記シフトレジスタにより振り分けられた前記画像データ
に応じて選択出力することにより、前記駆動信号を出力する駆動信号のディジタルアナロ
グ変換回路とを備え、基準電圧生成回路は、ガンマ特性の異なる複数の系統により基準電
圧を生成し、前記シフトレジスタは、さらに前記画像データと共に入力される選択信号を
順次前記信号線に振り分け、前記駆動信号のディジタルアナログ変換回路は、前記シフト
レジスタにより振り分けられた前記選択信号に応じて、前記複数の系統より１の系統の基
準電圧を選択し、該選択した前記基準電圧を前記画像データに応じて選択出力する。
【００２２】
　また請求項５の発明においては、画像データによる画像を表示するフラットディスプレ
イ装置に適用し、マトリックス状に画素を配置してなる表示部と、画像データより駆動信
号を生成し、駆動信号により表示部の信号線を駆動する水平駆動回路と、水平駆動回路に
画像データを出力する本体装置とを有し、本体装置は、画像データと共に、画像データの
表示に供するガンマ特性の選択を指示する選択信号を水平駆動回路に出力し、水平駆動回
路は、複数の原基準電圧を生成する原基準電圧生成回路と、抵抗を複数個直列接続した分
圧回路をさらに複数個直列に接続して抵抗直列回路が形成され、抵抗直列回路の両端及び
分圧回路間に原基準電圧をそれぞれ入力し、複数個の分圧回路による分圧電圧により複数
の基準電圧を出力する基準電圧生成回路と、前記画像データを順次信号線に振り分けるシ
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フトレジスタと、前記複数の基準電圧を入力し、前記シフトレジスタにより振り分けられ
た前記画像データに応じて選択出力することにより、前記駆動信号を出力する駆動信号の
ディジタルアナログ変換回路とを備え、基準電圧生成回路は、ガンマ特性の異なる複数の
系統により基準電圧を生成し、前記シフトレジスタは、さらに前記画像データと共に入力
される選択信号を順次前記信号線に振り分け、前記駆動信号のディジタルアナログ変換回
路は、前記シフトレジスタにより振り分けられた前記選択信号に応じて、前記複数の系統
より１の系統の基準電圧を選択し、該選択した前記基準電圧を前記画像データに応じて選
択出力する。
【００２３】
　請求項１の構成によれば、原基準電圧の系統の切り換えによりガンマ特性を切り換えて
画素の階調を設定することができ、これにより同時に表示する異なる表示対象をそれぞれ
適切なガンマ特性により表示することができる。
【００２４】
　これにより請求項５の構成によれば、同時に表示する異なる表示対象をそれぞれ適切な
ガンマ特性により表示することができるフラットディスプレイ装置を提供することができ
る。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明によれば、同時に表示する異なる表示対象をそれぞれ適切なガンマ特性により表
示することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下、適宜図面を参照しながら本発明の実施例を詳述する。
【実施例１】
【００２７】
　（１）実施例の構成
　図１は、本発明の実施例に係るＰＤＡ（Personal Digital Assistants ）を示すブロッ
ク図である。このＰＤＡ４１は、装置本体４２において、操作子の操作に応動して演算処
理手段であるコントローラ４３で所定の処理手順を実行することにより、表示部４４に各
種の画像を表示する。なおこの図１において、図１７について上述した構成と同一の構成
は、対応する符号を付して重複した説明は省略する。
【００２８】
　ここでこの実施例において、表示部４４は、有機ＥＬ素子による各画素がマトリックス
状に配置されてなるカラー画像の表示パネルであり、各画素に接続されたゲート線を用い
て図示しない垂直駆動回路によりライン単位で順次画素が選択され、信号線ＳＩＧの駆動
により各画素の階調が設定されるようになされている。
【００２９】
　このＰＤＡ４１は、工場出荷時、この有機ＥＬ素子による表示部４４に関して、各色の
発光特性が測定され、この測定結果に基づいて、メモリ４５に、原基準電圧ＶＲＴ、ＶＢ
Ａ～ＶＧＡ、ＶＢＢ～ＶＧＢ、ＶＲＢの設定を指示する原基準電圧設定データＤＶが各色
毎に記録され、これによりこの原基準電圧設定データＤＶを用いて各色の発光特性のばら
つき、製品間の発光特性のばらつきを補正できるようになされ、これにより正しいホワイ
トバランス、色再現性により表示画像を表示できるようになされている。
【００３０】
　ここでこの実施例において、この原基準電圧設定データＤＶにより設定される原基準電
圧ＶＲＴ、ＶＢＡ～ＶＧＡ、ＶＢＢ～ＶＧＢ、ＶＲＢのうち、電圧の高い原基準電圧ＶＲ
Ｔと、最も電圧の低い原基準電圧ＶＲＢとは、それぞれ黒レベル及び白レベルの階調に対
応する原基準電圧であり、これにより以下においては、適宜、これら２つの原基準電圧Ｖ
ＲＴ、ＶＲＢをそれぞれ黒レベル用原基準電圧ＶＲＴ、白レベル用原基準電圧ＶＲＢと呼
ぶ。
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【００３１】
　原基準電圧設定データＤＶは、これら黒レベル用原基準電圧ＶＲＴ、白レベル用原基準
電圧ＶＲＢにそれぞれ対応して黒レベル用原基準電圧設定データＤＶＶＲＴ、白レベル用
原基準電圧設定データＤＶＶＲＢが設けられるようになされている。さらに原基準電圧設
定データＤＶは、これら黒レベル用原基準電圧設定データＤＶＶＲＴ、白レベル用原基準
電圧設定データＤＶＶＲＢにより設定される黒レベル用原基準電圧ＶＲＴ、白レベル用原
基準電圧ＶＲＢの範囲で、２系統の原基準電圧ＶＢＡ～ＶＧＡ、ＶＢＢ～ＶＧＢを設定す
る原基準電圧設定データＤＶＶＢＡ～ＤＶＶＧＡ、ＤＶＶＢＢ～ＤＶＶＧＢが設けられる
ようになされている。ここでこれら２系統の原基準電圧設定データＤＶＶＢＡ～ＤＶＶＧ
Ａ、ＤＶＶＢＢ～ＤＶＶＧＢは、それぞれ自然画用及びメニュー用のガンマ特性の設定に
供する原基準電圧設定データＤＶであり、この実施例においては、これら２系統の原基準
電圧設定データＤＶＶＢＡ～ＤＶＶＧＡ、ＤＶＶＢＢ～ＤＶＶＧＢを切り換えて原基準電
圧ＶＢＡ～ＶＧＡ、ＶＢＢ～ＶＧＢを切り換えることにより、自然画及びメニューをそれ
ぞれ適切なガンマ特性により表示して、同時に表示する異なる表示対象をそれぞれ適切な
ガンマ特性により表示することができるようになされている。
【００３２】
　これによりメモリ４５は、黒レベル用原基準電圧設定データＤＶＶＲＴ、白レベル用原
基準電圧設定データＤＶＶＲＢ、これら以外の原基準電圧設定データＤＶＶＢＡ～ＤＶＶ
ＧＡ、ＤＶＶＢＢ～ＤＶＶＧＢを保持するようになされている。
【００３３】
　またこれに対応してＰＤＡ４１は、図２に示すように、コントローラ４３により装置本
体４２から出力する画像データＤＲ、ＤＧ、ＤＢに同期して、自然画ＧとメニューＭ１～
Ｍ３とでガンマ特性の切り換えを指示するガンマ切り換え信号ＧＳＥＬを出力するように
なされている。なおこの図２に示す例では、自然画Ｇでガンマ切り換え信号ＧＳＥＬが値
０に設定され、メニューＭ１～Ｍ３でガンマ切り換え信号ＧＳＥＬが値１に設定されるよ
うになされている。
【００３４】
　またＰＤＡ４１は、ユーザーの好みにより、さらには発光特性の経時変化に対応可能に
、所定の処理手順をコントローラ４３により実行して表示部４４におけるホワイトバラン
ス、黒レベル、白レベルを調整できるようになされ、この調整結果をメモリ４６に記録し
て保持すると共に、この調整結果により表示部４４の表示を設定するようになされている
。このＰＤＡ４１は、メモリ４５に記録された工場出荷時に係る原基準電圧設定データＤ
ＶＶＲＴ、ＤＶＶＢＡ～ＤＶＶＧＡ、ＤＶＶＢＢ～ＤＶＶＧＢ、ＤＶＶＲＢのうち、黒レ
ベル用原基準電圧設定データＤＶＶＲＴ、白レベル用原基準電圧設定データＤＶＶＲＢの
補正データＤ２を、これら原基準電圧設定データＤＶＶＲＴ、ＤＶＶＲＢに対応する差分
データΔＤＶＶＲＴ、ΔＤＶＶＲＢの形式により各色毎にメモリ４６に記録して保持し、
このメモリ４６に記録された補正データＤ２をコントローラ４７の処理に応じたタイミン
グによりコントローラ４７に出力する。これによりＰＤＡ４１は、このようなホワイトバ
ランス調整等の調整結果を記録して保持し、さらにはこの調整結果により表示部４４の表
示を設定するようになされている。
【００３５】
　コントローラ４７は、集積回路により構成され、装置本体４２から出力される各色の画
像データＤＲ、ＤＧ、ＤＢをライン単位で時分割多重化し、１系統による画像データＤ１
をガンマ切り換え信号ＧＳＥＬ１と共に出力する。また装置本体４２のコントローラ４３
から出力される補正データＤ２により原基準電圧設定データＤＶを補正して水平駆動回路
４９に出力する。
【００３６】
　すなわちコントローラ４７において、タイミングジェネレータ（ＴＧ）５０は、図１８
との対比により図３に示すように、画像データＤ１、ＤＲ～ＤＢに同期した各種タイミン
グ信号（図３（Ａ）、（Ｃ）、（Ｆ）及び（Ｇ））を生成して出力する。メモリ制御回路
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５１は、このタイミング信号を基準にしてメモリ５２の動作を制御し、メモリ５２は、装
置本体４２から出力される画像データＤＲ～ＤＢを順次格納して出力することにより、画
像データＤＲ、ＤＧ、ＤＢをライン単位で時分割多重化して画像データＤ１（図３（Ｄ）
）を出力する。このときメモリ５２は、画像データＤＲ～ＤＢと共にガンマ切り換え信号
ＧＳＥＬ（図３（Ｂ））を入力し、この入力したガンマ切り換え信号ＧＳＥＬを画像デー
タＤ１に対応するタイミングによりガンマ切り換え信号ＧＳＥＬ１（図３（Ｅ））として
出力する。
【００３７】
　メモリ制御回路５５は、メモリ４５の動作を制御することにより、水平走査周期で、メ
モリ４５から原基準電圧設定データＤＶを読み出して原基準電圧設定回路５６に出力する
。
【００３８】
　原基準電圧設定回路５６は、装置本体４２のコントローラ４３から出力される補正デー
タＤ２により、メモリ制御回路５５から出力される原基準電圧設定データＤＶを補正して
出力する。すなわち図４に示すように、原基準電圧設定回路５６は、メモリ制御回路５５
を介して入力される原基準電圧設定データＤＶ（ＤＶＶＲＴ、ＤＶＶＢＡ～ＤＶＶＧＡ、
ＤＶＶＢＢ～ＤＶＶＧＢ、ＤＶＶＲＢ）のうち、黒レベル用原基準電圧設定データＤＶＶ
ＲＴ、白レベル用原基準電圧設定データＤＶＶＲＢを加算回路５６Ａに入力し、ここで装
置本体４２から出力される対応する補正データＤ２（ΔＤＶＶＲＴ、ΔＤＶＶＲＢ）を加
算し、これによりこれら黒レベル用原基準電圧設定データＤＶＶＲＴ、白レベル用原基準
電圧設定データＤＶＶＲＢを補正する。またこのようにして補正した黒レベル用原基準電
圧設定データＤＶＶＲＴ、白レベル用原基準電圧設定データＤＶＶＲＢをエンコーダ５６
Ｂに入力し、また残りの原基準電圧設定データＤＶＶＢＡ～ＤＶＶＧＡ、ＤＶＶＢＢ～Ｄ
ＶＶＧＢをセレクタ（ＳＥＬ）５６Ｃ、５６Ｄを介してエンコーダ５６Ｂに入力し、ここ
でこれら原基準電圧設定データＤＶＶＲＴ、ＤＶＶＢＡ～ＤＶＶＧＡ、ＤＶＶＢＢ～ＤＶ
ＶＧＢ、ＤＶＶＲＢをシリアルデータに変換して出力する。なお原基準電圧設定回路５６
では、セレクタ５６Ｃ、５６Ｄの設定により、このようにメモリ制御回路５５から出力さ
れる原基準電圧設定データＤＶＶＢＡ～ＤＶＶＧＡ、ＤＶＶＢＢ～ＤＶＶＧＢに代えて、
装置本体４２から別途出力される原基準電圧設定データを出力できるようになされている
。
【００３９】
　この一連の処理において、原基準電圧設定回路５６は、水平駆動回路４９における信号
線ＳＩＧの駆動に対応して、原基準電圧設定データＤＶを生成して出力する。しかしてこ
の実施例では、表示部４４において、水平方向に連続する赤色、緑色、青色の画素を１組
にして、この１組の画素を１つの駆動信号により時分割により駆動することにより、原基
準電圧設定回路５６は、１水平走査期間の間で、それぞれ赤色、緑色、青色の画像データ
ＤＲ、ＤＧ、ＤＢ用の原基準電圧設定データＤＶを切り換えて出力するようになされてい
る。
【００４０】
　水平駆動回路４９は、コントローラ４７とは別体の集積回路により構成され、コントロ
ーラ４７から出力される画像データＤ１をガンマ切り換え信号ＧＳＥＬ１と共にシフトレ
ジスタ６０により上述した水平方向に連続する赤色、緑色、青色の画素による各組に振り
分けた後、セレクタによるディジタルアナログ変換回路６１Ａ～６１Ｎによりディジタル
アナログ変換処理する。またこのディジタルアナログ変換処理結果による駆動信号を増幅
回路１６Ａ～１６Ｎによりそれぞれ増幅して表示部４４に出力し、表示部４４においては
、それぞれセレクタ１７Ａ～１７Ｎにより増幅回路１６Ａ～１６Ｎの出力信号を各信号線
ＳＩＧに振り分ける。
【００４１】
　この処理において、水平駆動回路４９は、原基準電圧生成回路６２、基準電圧生成回路
で生成される２系統の基準電圧Ｖ１Ａ～Ｖ６４Ａ、Ｖ１Ｂ～Ｖ６４Ｂについて、ガンマ切
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り換え信号ＧＳＥＬ１によりこれら２系統の基準電圧Ｖ１Ａ～Ｖ６４Ａ、Ｖ１Ｂ～Ｖ６４
Ｂから一方の基準電圧Ｖ１Ａ～Ｖ６４Ａ又はＶ１Ｂ～Ｖ６４Ｂを選択し、この選択した基
準電圧Ｖ１Ａ～Ｖ６４Ａ又はＶ１Ｂ～Ｖ６４Ｂを画像データＤ１により選択して画像デー
タＤ１をディジタルアナログ変換処理する。これによりこの実施例では、自然画Ｇとメニ
ューＭ１～Ｍ３とでガンマ特性を切り換えて駆動信号を生成し、この駆動信号により表示
部４４の各画素の階調を設定し、自然画ＧとメニューＭ１～Ｍ３とを同時に表示する場合
でも、これら自然画ＧとメニューＭ１～Ｍ３とを最適なガンマ特性により表示するように
なされている。
【００４２】
　すなわち水平駆動回路４９において、シフトレジスタ６０は、コントローラ４７から出
力される画像データＤ１、ガンマ切り換え信号ＧＳＥＬ１を順次入力して保持し、所定の
タイミングにより保持した画像データＤ１、ガンマ切り換え信号ＧＳＥＬ１をディジタル
アナログ変換回路６１Ａ～６１Ｎに出力することにより、１ライン分に係るこれら画像デ
ータＤ１を各色毎にまとめて同時並列的にディジタルアナログ変換回路６１Ａ～６１Ｎに
出力し、またこのとき対応するガンマ切り換え信号ＧＳＥＬ１をこれらディジタルアナロ
グ変換回路６１Ａ～６１Ｎに出力する。
【００４３】
　ディジタルアナログ変換回路６１Ａ～６１Ｎは、基準電圧生成回路６３で生成される２
系統の基準電圧Ｖ１Ａ～Ｖ６４Ａ、Ｖ１Ｂ～Ｖ６４Ｂを入力し、これら２系統の基準電圧
Ｖ１Ａ～Ｖ６４Ａ、Ｖ１Ｂ～Ｖ６４Ｂをシフトレジスタ６０から出力されるガンマ切り換
え信号ＧＳＥＬ１により選択する。またこの選択したガンマ切り換え信号ＧＳＥＬ１をシ
フトレジスタ６０から出力される画像データＤ１により選択し、これにより画像データＤ
１をそれぞれ自然画Ｇ及びメニューＭ１～Ｍ３に応じたガンマ特性によりディジタルアナ
ログ変換処理して駆動信号を生成する。
【００４４】
　これらにより垂直同期信号Ｖｓｙｎｃ、水平同期Ｈｓｙｎｃ（図５（Ａ）及び（Ｂ））
を基準にして図５に示すように、赤色、緑色、青色による画像データＤＲ～ＤＢ（図５（
Ｃ））は、多重化されて画像データＤ１（図５（Ｃ））によりガンマ切り換え信号ＧＳＥ
Ｌ１（図５（Ｄ））と共に水平駆動回路４９に入力されて、ガンマ設定データＤＶ（図５
（Ｅ））による２種類のガンマ特性によりディジタルアナログ変換回路６１Ａ～６１Ｎ（
図５（Ｆ））でそれぞれ駆動信号に変換されて信号線ＳＩＧの駆動に供されるようになさ
れている。なおこの図５においては、符号Ａにより自然画Ｇの係るガンマ特性を示し、ハ
ッチングによりメニューＭ１～Ｍ３に係るガンマ特性を示す。
【００４５】
　この実施例において、水平駆動回路４９は、このような２系統のガンマ特性に係る基準
電圧Ｖ１Ａ～Ｖ６４Ａ、Ｖ１Ｂ～Ｖ６４Ｂを、黒レベル用原基準電圧設定データＤＶＶＲ
Ｔ、白レベル用原基準電圧設定データＤＶＶＲＢにより生成される黒レベル用原基準電圧
ＶＲＴ、白レベル用原基準電圧ＶＲＢを基準にして生成し、これにより製品毎、色毎の調
整作業を簡略化し、さらにはガンマ特性の設定作業を簡略化することができるようになさ
れている。
【００４６】
　すなわち図６は、原基準電圧生成回路６２、基準電圧生成回路６３を示すブロック図で
ある。ここで基準電圧生成回路６３は、増幅回路２７Ａ～２７Ｈが省略されている点を除
いて、また２系統の基準電圧Ｖ１Ａ～Ｖ６４Ａ、Ｖ１Ｂ～Ｖ６４Ｂに対応して、抵抗Ｒ１
～Ｒ７を直列に接続してなる抵抗直列回路２６Ａ、２６Ｂが２系統設けられ、それぞれの
抵抗直列回路２６Ａ、２６Ｂで原基準電圧ＶＲＴ、ＶＢＡ～ＶＧＡ、ＶＲＢ及びＶＲＴ、
ＶＢＢ～ＶＧＢ、ＶＲＢにより各系統の基準電圧Ｖ１Ａ～Ｖ６４Ａ及びＶ１Ｂ～Ｖ６４Ｂ
を生成する点を除いて、図１９について上述した基準電圧生成回路１４と同一に形成され
る。
【００４７】
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　原基準電圧生成回路６２は、ディジタルアナログ変換回路（Ｄ／Ａ）７１、７２により
それぞれ黒レベル用及び白レベル用原基準電圧設定データＤＶＶＲＴ、ＤＶＶＲＢに応じ
て黒レベル用原基準電圧ＶＲＴ、白レベル用原基準電圧ＶＲＢを生成する。すなわち原基
準電圧生成回路６２において、ディジタルアナログ変換回路７１、７２は、分圧回路７３
、７４によりそれぞれ基準電圧生成用電圧ＶＣＯＭを分圧して複数の原基準電圧の候補電
圧を生成する。ここで分圧回路７３、７４は、抵抗値の等しい複数の抵抗の直列回路によ
り構成され、基準電圧生成用電圧ＶＣＯＭを原基準電圧設定データＤＶのビット数に対応
する分解能により分圧して出力する。この実施例においては、この原基準電圧設定データ
ＤＶが６ビットにより形成され、また基準電圧生成用電圧ＶＣＯＭが５〔Ｖ〕に設定され
、これにより分圧回路７３、７４は、約８０〔ｍＶ〕（≒５〔Ｖ〕／６４）単位で、順次
電圧が異なってなる６４種類の候補電圧を出力する。
【００４８】
　ディジタルアナログ変換回路７１、７２において、セレクタ７５、７６は、それぞれこ
の分圧回路７３、７４から出力される６４種類の候補電圧を黒レベル用原基準電圧設定デ
ータＤＶＶＲＴ、白レベル用原基準電圧設定データＤＶＶＲＢに応じて選択して出力する
。セレクタ７５、７６は、このようにして生成した黒レベル用原基準電圧ＶＲＴ、白レベ
ル用原基準電圧ＶＲＢをそれぞれ増幅回路７８、７９を介して出力する。
【００４９】
　原基準電圧生成回路６２において、ガンマ設定回路８１Ａ及び８１Ｂは、これら黒レベ
ル用原基準電圧ＶＲＴ、白レベル用原基準電圧ＶＲＢを基準にして、各系統に係る原基準
電圧設定データＤＶＶＢＡ～ＤＶＶＧＡ、ＤＶＶＢＢ～ＤＶＶＧＢにより原基準電圧ＶＢ
Ａ～ＶＧＡ、ＶＢＢ～ＶＧＢを生成し、これにより黒レベル用原基準電圧ＶＲＴ、白レベ
ル用原基準電圧ＶＲＢをそれぞれ両端電圧に設定してなる直線近似によりガンマ特性を設
定する。
【００５０】
　すなわちガンマ設定回路８１Ａにおいて、ディジタルアナログ変換回路８２Ｂ～８２Ｇ
は、ディジタルアナログ変換回路７１、７２と同様に、分圧回路８３Ｂ～８３Ｇによる抵
抗分圧によりそれぞれ原基準電圧ＶＢＡ～ＶＧＡの候補電圧を複数種類生成し、この複数
種類の候補電圧をそれぞれセレクタ８４Ｂ～８４Ｇにより原基準電圧設定データＤＶＶＢ
Ａ～ＤＶＶＧＡに応じて選択して原基準電圧ＶＢＡ～ＶＧＡを出力する。ディジタルアナ
ログ変換回路８２Ｂ～８２Ｇは、これら原基準電圧ＶＢＡ～ＶＧＡの候補電圧の生成に供
する分圧回路８３Ｂ～８３Ｇがこれらディジタルアナログ変換回路８２Ｂ～８２Ｇ間で直
列に接続されて、ディジタルアナログ変換回路７１、７２による黒レベル用原基準電圧Ｖ
ＲＴ、白レベル用原基準電圧ＶＲＢに接続される。
【００５１】
　ガンマ設定回路８１Ａは、これらディジタルアナログ変換回路８２Ｂ～８２Ｇから出力
される原基準電圧ＶＢＡ～ＶＧＡを増幅回路８６Ｂ～８６Ｇを介して、黒レベル用原基準
電圧ＶＲＴ、白レベル用原基準電圧ＶＲＢと共に基準電圧生成回路６３の１系統の抵抗直
列回路２６Ａに出力する。
【００５２】
　これにより図７に示すように、これら原基準電圧ＶＲＴ、ＶＢＡ～ＶＧＡ、ＶＢＢ～Ｖ
ＧＢ、ＶＲＢのうち、黒レベル用原基準電圧ＶＲＴ、白レベル用原基準電圧ＶＲＢを除く
１系統の原基準電圧ＶＢＡ～ＶＧＡにおいては、それぞれ直列接続されてなる分圧回路８
３Ｂ～８３Ｇから出力される候補電圧の範囲でしか電圧を可変することが困難に設定され
、これにより図７との対比により図８に示すように、ノイズの混入により原基準電圧設定
データＤＶが誤って設定された場合にあっても、極端なガンマ特性による駆動信号の出力
を防止でき、ノイズによる著しい画質劣化を防止できるようになされている。
【００５３】
　またこのようにそれぞれ直列接続されてなる分圧回路８３Ｂ～８３Ｇの両端が、黒レベ
ル用原基準電圧ＶＲＴ、白レベル用原基準電圧ＶＲＢに接続されることにより、ダイナミ
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ックレンジ調整、黒レベル調整により、色間の発光特性のばらつき、製品間の発光特性の
ばらつきを補正するために、これら原基準電圧ＶＲＴ、ＶＲＢを可変した場合には、図７
との対比により図９に示すように、直列接続されてなる分圧回路８３Ｂ～８３Ｇによる抵
抗分圧比により、これら原基準電圧ＶＲＴ、ＶＲＢの変化に追従して原基準電圧ＶＢＡ～
ＶＧＡも変化することになり、これによりこれらの原基準電圧ＶＢＡ～ＶＧＡについては
、改めて設定し直す処理を省略することができ、これによりこれら残りのディジタルアナ
ログ変換回路に係る計算処理を省略して調整作業を簡略化することができるようになされ
ている。
【００５４】
　ガンマ設定回路８１Ｂにおいて、ディジタルアナログ変換回路９２Ｂ～９２Ｇは、ガン
マ設定回路８１Ａと同様に、分圧回路９３Ｂ～９３Ｇによる抵抗分圧によりそれぞれ原基
準電圧ＶＢＢ～ＶＧＢの候補電圧を複数種類生成し、この複数種類の候補電圧をそれぞれ
セレクタ９４Ｂ～９４Ｇにより原基準電圧設定データＤＶＶＢＢ～ＤＶＶＧＢに応じて選
択して原基準電圧ＶＢＢ～ＶＧＢを出力する。ディジタルアナログ変換回路９２Ｂ～９２
Ｇは、これら原基準電圧ＶＢＢ～ＶＧＢの候補電圧の生成に供する分圧回路９３Ｂ～９３
Ｇがこれらディジタルアナログ変換回路９２Ｂ～９２Ｇ間で直列に接続されて、ディジタ
ルアナログ変換回路７１、７２による黒レベル用原基準電圧ＶＲＴ、白レベル用原基準電
圧ＶＲＢに接続される。
【００５５】
　ガンマ設定回路８１Ｂは、これらディジタルアナログ変換回路９２Ｂ～９２Ｇから出力
される原基準電圧ＶＢＢ～ＶＧＢを増幅回路９６Ｂ～９６Ｇを介して、黒レベル用原基準
電圧ＶＲＴ、白レベル用原基準電圧ＶＲＢと共に基準電圧生成回路６３の１系統の抵抗直
列回路２６Ｂに出力する。
【００５６】
　これによりこの実施例では、このメニュー側に係る基準電圧Ｖ１Ｂ～Ｖ６４Ｂについて
も、ノイズによる影響を低減し、さらには調整作業を簡略化できるようになされている。
【００５７】
　またこのように２系統の基準電圧Ｖ１Ａ～Ｖ６４Ａ、Ｖ１Ｂ～Ｖ６４Ｂを共通の黒レベ
ル用原基準電圧ＶＲＴ、白レベル用原基準電圧ＶＲＢを基準にして生成することにより、
色毎、製品毎に黒レベル、白レベルを調整して、この調整による原基準電圧ＶＲＴ、原基
準電圧ＶＲＢの範囲で、それぞれ原基準電圧設定データＤＶＶＢＡ～ＤＶＶＧＡ、ＤＶＶ
ＢＢ～ＤＶＶＧＢを設定して種類の異なるガンマ特性を実現し得、これにより各ガンマ特
性毎の黒レベル、白レベルの調整作業を省略し得、その分、調整作業を簡略化できるよう
になされている。
【００５８】
　しかして図１０及び図１１は、黒レベル用原基準電圧ＶＲＴ、白レベル用原基準電圧Ｖ
ＲＢをそれぞれ５〔Ｖ〕及び０〔Ｖ〕に設定した例により、これら原基準電圧ＶＲＴ、Ｖ
ＢＡ～ＶＧＡ、ＶＢＢ～ＶＧＢ、ＶＲＢによる自然画用及びメニュー用のガンマ特性の設
定を示す特性曲線図である。これによりこの実施例では、種類の異なる表示対象を同時に
表示する場合でも、各表示対象に適したガンマ特性により各表示対象を表示して高品位の
表示画像を形成できるようになされている。
【００５９】
　デコーダ９５は、コントローラ４７から出力されるシリアルデータによる原基準電圧設
定データＤＶを順次取り込み、セレクタ１７Ａ～１７Ｎにおける接点の切り換えに対応す
るタイミングによりディジタルアナログ変換回路７１、ガンマ設定回路８１Ａ、８１Ｂ、
ディジタルアナログ変換回路７２に振り分けて出力する。
【００６０】
　（２）実施例の動作
　以上の構成において、このＰＤＡ４１では（図１）、表示に供する画像データＤＲ～Ｄ
Ｂが装置本体４２からコントローラ４７に入力され、ここでメモリ５２を介して、ライン
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単位で同一色に係る画像データが連続してなるように時分割多重化処理され、その処理結
果である画像データＤ１が水平駆動回路４９に入力される。この水平駆動回路４９におい
て、画像データＤ１は、シフトレジスタ６０に取り込まれ、ライン単位で、同一色に係る
画像データが同時並列的にディジタルアナログ変換回路６１Ａ～６１Ｎに入力される。ま
たこのディジタルアナログ変換回路６１Ａ～６１Ｎにおけるディジタルアナログ変換処理
により、駆動信号に変換され、この駆動信号がそれぞれ増幅回路１６Ａ～１６Ｎを介して
セレクタ１７Ａ～１７Ｎに入力される。これにより画像データＤ１は、表示部４４におい
て赤色、緑色、青色の順序により水平方向に順次循環的に繰り返されてなる有機ＥＬ素子
による画素に対して、これら赤色、緑色、青色の画素による組み合わせに振り分けられた
後、駆動信号に変換され、この駆動信号がセレクタ１７Ａ～１７Ｎにより赤色、緑色、青
色の画素に係る信号線ＳＩＧに振り分けられ、これによりＰＤＡ４１では、画像データＤ
Ｒ～ＤＢにより各画素の階調が設定されて所望の画像が表示される。
【００６１】
　このようにして画像データＤ１をディジタルアナログ変換処理して駆動信号を生成する
につき、ＰＤＡ４１では、基準電圧生成回路６３において、２系統の基準電圧Ｖ１Ａ～Ｖ
６４Ａ、Ｖ１Ｂ～Ｖ６４Ｂが生成され、またこの２系統の基準電圧Ｖ１Ａ～Ｖ６４Ａ、Ｖ
１Ｂ～Ｖ６４Ｂによるガンマ特性を指示するガンマ切り換え信号ＧＳＥＬが装置本体４２
から表示対象に応じて出力される。ＰＤＡ４１では、このガンマ切り換え信号ＧＳＥＬが
対応する画像データＤ１と共にシフトレジスタ６０によりディジタルアナログ変換回路６
１Ａ～６１Ｎに振り分けられ、この振り分けられてなるガンマ切り換え信号ＧＳＥＬ１に
より各ディジタルアナログ変換回路６１Ａ～６１Ｎにおいて、２系統の基準電圧Ｖ１Ａ～
Ｖ６４Ａ、Ｖ１Ｂ～Ｖ６４Ｂの一方が選択され、この選択された基準電圧Ｖ１Ａ～Ｖ６４
Ａ又はＶ１Ｂ～Ｖ６４Ｂが画像データＤ１によりさらに選択されて駆動信号が生成される
。
【００６２】
　これによりこの駆動信号により形成される表示部４４の表示においては、基準電圧Ｖ１
Ａ～Ｖ６４Ａ、Ｖ１Ｂ～Ｖ６４Ｂに対応する２種類のガンマ特性により表示され、これに
より種類の異なる表示対象を混在させて表示する場合にあっても、各表示対象に適したガ
ンマ特性により表示して、同時に表示する異なる表示対象をそれぞれ適切なガンマ特性に
より表示することができる。
【００６３】
　すなわちこの場合、装置本体４２において、自然画に係る画像データについては、自然
画に係る基準電圧Ｖ１Ａ～Ｖ６４Ａを選択するようにガンマ切り換え信号ＧＳＥＬを設定
し、またメニューに係る画像データについては、メニューに係る基準電圧Ｖ１Ｂ～Ｖ６４
Ｂを選択するようにガンマ切り換え信号ＧＳＥＬを設定し、これによりそれぞれ自然画及
びメニューに適切なガンマ特性によりこれら自然画及びメニューを表示することができる
。
【００６４】
　このようにして基準電圧Ｖ１Ａ～Ｖ６４Ａ、Ｖ１Ｂ～Ｖ６４Ｂの切り換えによりガンマ
特性を切り換えるようにして、ＰＤＡ４１では（図６）、これら基準電圧Ｖ１Ａ～Ｖ６４
Ａ及びＶ１Ｂ～Ｖ６４Ｂがそれぞれ分圧回路Ｒ１～Ｒ７の直列接続による抵抗直列回路２
６Ａ及び２６Ｂにより原基準電圧ＶＲＴ、ＶＢＡ～ＶＧＡ、ＶＲＢ及びＶＲＴ、ＶＢＢ～
ＶＧＢ、ＶＲＢを分圧して作成される。
【００６５】
　これによりこのＰＤＡ４１では、これら２系統の基準電圧Ｖ１Ａ～Ｖ６４Ａ、Ｖ１Ｂ～
Ｖ６４Ｂを、同一構成に係る抵抗直列回路２６Ａ及び２６Ｂを用いた原基準電圧ＶＲＴ、
ＶＢＡ～ＶＧＡ、ＶＲＢ及びＶＲＴ、ＶＢＢ～ＶＧＢ、ＶＲＢによる折れ線近似により作
成することができ、これら原基準電圧ＶＲＴ、ＶＢＡ～ＶＧＡ、ＶＲＢ及びＶＲＴ、ＶＢ
Ｂ～ＶＧＢ、ＶＲＢの設定によるガンマ特性の設計上の設定を簡略化することができる。
【００６６】
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　またこれらの原基準電圧ＶＲＴ、ＶＢＡ～ＶＧＡ、ＶＲＢ及びＶＲＴ、ＶＢＢ～ＶＧＢ
、ＶＲＢにおいては、原基準電圧生成回路６２において、これらのうちの黒レベル及び白
レベル用の原基準電圧ＶＲＴ、ＶＲＢが対応する原基準電圧設定データＤＶＶＲＴ、ＤＶ
ＶＲＢにより、また残りの２系統の原基準電圧ＶＢＡ～ＶＧＡ、ＶＢＢ～ＶＧＢがそれぞ
れ対応する２系統の原基準電圧設定データＤＶＶＢＡ～ＤＶＶＧＡ、ＤＶＶＢＢ～ＤＶＶ
ＧＢにより生成される。
【００６７】
　これによりこのＰＤＡ４１では、原基準電圧設定データＤＶにより原基準電圧ＶＲＴ、
ＶＢＡ～ＶＧＡ、ＶＲＢ及びＶＲＴ、ＶＢＢ～ＶＧＢ、ＶＲＢを設定して所望のガンマ特
性に設定した状態で、原基準電圧設定データＤＶＶＲＴ、ＤＶＶＲＢを調整して各色毎、
製品毎に白レベル、黒レベルを設定して有機ＥＬ素子における発行特性のばらつきを補正
して、ガンマ特性自体については何ら変更を与えないようにすることができ、その分、有
機ＥＬ素子に係る調整作業を簡略化することができる。また同様にして原基準電圧設定デ
ータＤＶＶＲＴ、ＤＶＶＲＢを調整して経時変化を補正するようにしても、ガンマ特性自
体については何ら変更を与えないようにすることができ、その分、有機ＥＬ素子に係る調
整作業を簡略化することができる。
【００６８】
　すなわち有機ＥＬ素子においては、発光特性が製品毎、色毎に変化し、また経時変化に
より発行特性が変化する。有機ＥＬ素子においては、この発光特性の変化が黒レベル、白
レベルの変化として表れ、ガンマ特性自体は変化しないことが判っている。これに対して
この実施例のように、原基準電圧ＶＲＴ、ＶＲＢを基準にして、残りの原基準電圧ＶＢＡ
～ＶＧＡ、ＶＢＢ～ＶＧＢを生成するようにして、これら２系統の原基準電圧ＶＢＡ～Ｖ
ＧＡ、ＶＢＢ～ＶＧＢでこれら原基準電圧ＶＲＴ、ＶＲＢを共通化すれば、白レベル、黒
レベルの調整により原基準電圧ＶＲＴ、ＶＲＢを可変しても、これら原基準電圧ＶＢＡ～
ＶＧＡ、ＶＢＢ～ＶＧＢにおいては、分圧回路８３Ｂ～８３Ｇ、９３Ｂ～９３Ｇによる分
圧比により原基準電圧ＶＲＴ、ＶＲＢの変化に追従して電圧が変化し、これによりガンマ
特性の変化を防止して、改めてガンマ特性を調整する作業を無くすことができ、その分、
調整作業を簡略化することができる。
【００６９】
　（３）実施例の効果
　以上の構成によれば、ガンマ特性の異なる複数の系統により基準電圧を生成し、選択信
号に応じて、この複数の系統より１の系統を選択し、該選択した基準電圧を画像データに
応じて選択して画素の階調を設定することにより、同時に表示する異なる表示対象をそれ
ぞれ適切なガンマ特性により表示することができる。
【００７０】
　またこれら複数系統の基準電圧を、複数の系統による原基準電圧をそれぞれ抵抗直列回
路により分圧して生成することにより、これら複数系統の基準電圧をそれぞれ原基準電圧
の設定により同様に作成し得、その分、簡易にガンマ特性を設定することができる。
【００７１】
　また原基準電圧設定データをディジタルアナログ変換処理してこれらの原基準電圧を生
成するようにして、黒レベル及び白レベルに係る原基準電圧を複数の系統で共通化するこ
とにより、調整作業を簡略化することができる。
【実施例２】
【００７２】
　図１２は、本発明の実施例２に係るＰＤＡによる表示画面を示す平面図である。このＰ
ＤＡは、装置本体４２のコントローラ４３による処理、この処理によるコントローラ４７
の制御が異なる点を除いて、実施例１について上述しＰＤＡ４１と同一に構成されること
により、以下においては、実施例１の構成を用いて説明する。
【００７３】
　この実施例において、コントローラ４３は、ユーザーによる操作に応動して図１２に示
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すように、表示部４４による表示画面のほぼ中央を境にした上下に、自然画Ｇ１、Ｇ２を
表示する。またこれら自然画Ｇ１、Ｇ２にそれぞれメニューを表示する。コントローラ４
３は、このメニューのユーザーによる選択によりさらにメニューを重ねて表示し、このメ
ニューにおける操作により各自然画Ｇ１、Ｇ２についてガンマ特性の調整を受け付ける。
【００７４】
　コントローラ４３は、メモリ４５に格納してなる自然画に係る原基準電圧設定データＤ
ＶＶＢＡ～ＤＶＶＧＡに対応する原基準電圧設定データＤＶＶＢＡ～ＤＶＶＧＡを、この
ガンマ特性の調整により設定されたガンマ特性により生成する。コントローラ４３は、自
然画Ｇ１及びＧ２を表示してなる上下の領域ＡＲＡ、ＡＲＢにおいて、それぞれ各ライン
に係る画像データＤＲ、ＤＧ、ＤＢを出力する直前のタイミングで、ユーザーの設定によ
り生成した原基準電圧設定データＤＶＶＢＡ～ＤＶＶＧＡを原基準電圧設定回路５６に出
力し、セレクタ５６Ｃの設定により、メモリ制御回路５５から出力される自然画用の原基
準電圧設定データＤＶＶＢＡ～ＤＶＶＧＡに代えて、エンコーダ５６Ｂに入力する。
【００７５】
　またこのようにして自然画Ｇ１及びＧ２に係る画像データＤＲ、ＤＧ、ＤＢをコントロ
ーラ４７に出力している期間の間、コントローラ４３から出力する原基準電圧設定データ
ＤＶＶＢＡ～ＤＶＶＧＡによる基準電圧Ｖ１Ａ～Ｖ６４Ａを選択するようにガンマ切り換
え信号ＧＳＥＬを出力し、またこれ以外の期間においては、メモリ制御回路５５からのメ
ニューに係る原基準電圧設定データＤＶＶＢＢ～ＤＶＶＧＢによる基準電圧Ｖ１Ｂ～Ｖ６
４Ｂを選択するように、ガンマ切り換え信号ＧＳＥＬを出力する。
【００７６】
　これによりこの実施例においては、表示画面の上側領域ＡＲＡでは、自然画Ｇ１をユー
ザーの設定によるガンマγ１により、メニュー及び背景をメモリ４５に記録されたメニュ
ー用のガンマγ２により表示するようになされている。また表示画面の下側領域ＡＲＢで
は、自然画Ｇ２をユーザーの設定によるガンマγ３により、メニュー及び背景をメモリ４
５に記録されたメニュー用のガンマγ２により表示するようになされている。
【００７７】
　この実施例のように、２系統の基準電圧を選択して駆動信号を生成するようにして、こ
の基準電圧をラインにより切り換えるようにしても、複数種類の自然画とメニューとにつ
いて、それぞれ適切なガンマ特性により表示することができる。
【実施例３】
【００７８】
　図１３は、実施例３に係るＰＤＡを示すブロック図である。このＰＤＡ１０１において
、実施例１について上述したＰＤＡ４１、図１７について上述した従来構成と同一の構成
は、対応する符号を付して示し重複した説明は省略する。なおこの図３に示す構成は、本
願の参考例を示すものである。
                                                                                
  
【００７９】
　このＰＤＡ１０１において、装置本体１０２は、コントローラ１０３の制御により、図
１４に示すように、表示部４４による表示画面の下側に、メニュー専用の表示領域ＡＲ２
を形成し、また残りの領域ＡＲ１を自然画専用の表示領域ＡＲ１に設定する。コントロー
ラ１０３は、この領域ＡＲ１、ＡＲ２の設定に対応して自然画、メニューの画像データＤ
Ｒ、ＤＧ、ＤＢを出力する。
【００８０】
　コントローラ１０７は、この画像データＤＲ、ＤＧ、ＤＢを時分割多重化して画像デー
タＤ１を出力する。またコントローラ１０７において、メモリ制御回路１０５は、コント
ローラ１０３の制御により、自然画の表示領域ＡＲ１においては、メモリ４５に保持した
自然画に係る原基準電圧設定データＤＶＶＢＡ～ＤＶＶＧＡを、黒レベル及び白レベル用
原基準電圧設定データＤＶＶＲＴ、ＤＶＶＲＢと共にライン毎にメモリ４５から読み出し
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て原基準電圧設定回路１０６に出力し、またメニューの表示領域ＡＲ２においては、メモ
リ４５に保持したメニューに係る原基準電圧設定データＤＶＶＢＢ～ＤＶＶＧＢを、黒レ
ベル及び白レベル用原基準電圧設定データＤＶＶＲＴ、ＤＶＶＲＢと共にライン毎にメモ
リ４５から読み出して原基準電圧設定回路１０６に出力する。
【００８１】
　原基準電圧設定回路１０６は、このようにして出力される黒レベル及び白レベル用原基
準電圧設定データＤＶＶＲＴ、ＤＶＶＲＢをコントローラ１０３から出力される補正デー
タＤ２により補正し、原基準電圧設定データＤＶＶＢＡ～ＤＶＶＧＡ又はＤＶＶＢＢ～Ｄ
ＶＶＧＢと共に水平駆動回路１１９に出力する。これによりこの実施例では、ガンマ特性
の設定に係る原基準電圧設定データＤＶＶＢＡ～ＤＶＶＧＡ、ＤＶＶＢＢ～ＤＶＶＧＢを
ライン単位で切り換えて１系統により出力するようになされている。
【００８２】
　水平駆動回路１１９は、順次入力される画像データＤ１をシフトレジスタ１３に順次取
り込んで各色毎にディジタルアナログ変換回路１５Ａ～１５Ｎに出力し、ここでディジタ
ルアナログ変換処理して駆動信号を生成する。この実施例では、このディジタルアナログ
変換回路１５Ａ～１５Ｎにおける基準電圧Ｖ１～Ｖ６４が、ライン単位で切り換えて１系
統により出力される原基準電圧設定データＤＶＶＢＡ～ＤＶＶＧＡ、ＤＶＶＢＢ～ＤＶＶ
ＧＢにより生成される。
【００８３】
　すなわちこの実施例において、原基準電圧生成回路１２２は、図６に示す原基準電圧生
成回路６２において、ガンマ設定回路８１Ｂを省略した構成により形成され、これにより
ライン単位で切り換えて１系統により出力される原基準電圧設定データＤＶＶＢＡ～ＤＶ
ＶＧＡ、ＤＶＶＢＢ～ＤＶＶＧＢ、黒レベル及び白レベル用原基準電圧ＤＶＶＲＴ、ＤＶ
ＶＲＢに応じて、原基準電圧ＶＲＴ、ＶＢＡ～ＶＧＡ、ＶＲＢ及びＶＲＴ、ＶＢＢ～ＶＧ
Ｂ、ＶＲＢを切り換えて生成する。
【００８４】
　基準電圧生成回路１２３は、図６に示す基準電圧生成回路６３において、一方の抵抗直
列回路２６Ｂを省略した構成により形成され、これにより原基準電圧生成回路１２２から
出力される原基準電圧ＶＲＴ、ＶＢＡ～ＶＧＡ、ＶＲＢ及びＶＲＴ、ＶＢＢ～ＶＧＢ、Ｖ
ＲＢによりライン単位でガンマ特性を切り換えてなる基準電圧Ｖ１～Ｖ６４を生成する。
【００８５】
　これによりこの実施例においては、ラインを単位にしてガンマ特性を切り換えて、自然
画とメニューとをそれぞれ適切なガンマ特性により表示するようになされている。
【実施例４】
【００８６】
　図１５は、実施例４に係るＰＤＡを示すブロック図である。このＰＤＡ１３１において
、実施例１について上述したＰＤＡ４１と同一の構成は、対応する符号を付して示し重複
した説明は省略する。
【００８７】
　この実施例においては、駆動信号を信号線ＳＩＧに振り分けるセレクタ１３７Ａ～１３
７Ｍが、カラー画像の表示に係る複数組の画素に順次循環的に駆動信号を出力するように
形成される。より具体的に、この実施例では、カラー画像の表示に係る２組の画素に駆動
信号を振り分けて出力するように形成され、これにより図１について上述したＰＤＡ４１
の場合に比して、水平駆動回路１４９により生成される駆動信号の系統を１／２に低減で
きるようになされている。
【００８８】
　このＰＤＡ１３１では、このセレクタ１３７Ａ～１３７Ｍによる駆動信号の振り分けに
対応するように、コントローラ１４７におけるメモリ制御回路１５１、メモリ１５２の処
理により、赤色、緑色、青色による画像データを多重化して画像データＤ１を出力し、水
平駆動回路１４９は、この画像データをシフトレジスタ１６０により振り分けてディジタ
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ルアナログ変換回路６１Ａ～６１Ｍにより駆動信号に変換する。
【００８９】
　これによりこのＰＤＡ１３１では、ディジタルアナログ変換回路６１Ａ～６１Ｍの数を
１／２に低減することにより、ディジタルアナログ変換回路６１Ａ～６１Ｍにより２系統
の基準電圧Ｖ１Ａ～Ｖ６４Ａ、Ｖ１Ｂ～Ｖ６４Ｂを処理するようにして、１系統の基準電
圧を処理する場合に比して増大する集積回路上におけるこれらディジタルアナログ変換回
路６１Ａ～６１Ｍによる占有面積を１系統による基準電圧を処理する場合とほぼ同一に保
持し、その分水平駆動回路１４９におけるチップ面積の増大を防止するようになされてい
る。
【実施例５】
【００９０】
　なお上述の実施例においては、基準電圧を２系統により生成してガンマ特性を切り換え
る場合について述べたが、本発明はこれに限らず、３系統以上により生成してガンマ特性
を切り換えるようにしてもよい。
【００９１】
　さらに上述の実施例においては、有機ＥＬ素子によるフラットディスプレイ装置に本発
明を適用した場合について述べたが、本発明はこれに限らず、液晶表示装置によるフラッ
トディスプレイ装置等、種々のフラットディスプレイ装置に広く適用することができる。
【００９２】
　また上述の実施例においては、本発明をＰＤＡに適用する場合について述べたが、本発
明はこれに限らず、種々の映像機器に広く適用することができる。
【産業上の利用可能性】
【００９３】
　本発明は、フラットディスプレイ装置の駆動回路及びフラットディスプレイ装置に関し
、例えば有機ＥＬ素子による表示装置に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００９４】
【図１】本発明の実施例１に係るＰＤＡを示すブロック図である。
【図２】図１のＰＤＡによる表示画面を示す平面図である。
【図３】図１のＰＤＡの動作の説明に供するタイムチャートである。
【図４】図１のＰＤＡにおける基準電圧設定回路を示すブロック図である。
【図５】図１のＰＤＡにおけるガンマ特性の切り換えの説明に供するタイムチャートであ
る。
【図６】図１のＰＤＡにおける原基準電圧生成回路及び基準電圧生成回路を示すブロック
図である。
【図７】図６の原基準電圧生成回路により生成される原基準電圧の説明に供する特性曲線
図である。
【図８】図２のＰＤＡにおけるノイズの影響の説明に供する特性曲線図である。
【図９】図２のＰＤＡにおけるダイナミックレンジ調整の説明に供する特性曲線図である
。
【図１０】図２のＰＤＡにおける自然画に係るガンマ特性の説明に供する特性曲線図であ
る。
【図１１】図２のＰＤＡにおけるメニューに係るガンマ特性の説明に供する特性曲線図で
ある。
【図１２】本発明の実施例２に係るＰＤＡによる表示画面を示す平面図である。
【図１３】本発明の実施例３に係るＰＤＡを示すブロック図である。
【図１４】図１３のＰＤＡによる表示画面を示す平面図である。
【図１５】本発明の実施例４に係るＰＤＡを示すブロック図である。
【図１６】従来の液晶表示装置を示すブロック図である。
【図１７】図１６の液晶表示装置における水平駆動回路を周辺構成と共に示すブロック図
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である。
【図１８】図１６の説明に供するタイムチャートである。
【図１９】図１６の水平駆動回路及びコントローラにおける原基準電圧生成回路及び基準
電圧生成回路を示すブロック図である。
【図２０】図１４の液晶表示装置におけるガンマ特性の説明に供する特性曲線図である。
【図２１】自然画とメニューとによる表示画面の例を示す平面図である。
【図２２】自然画とメニューに求められるガンマ特性の例を示す特性曲線図である。
【符号の説明】
【００９５】
　１……液晶表示装置、２、４４……表示部、３Ｒ、３Ｇ、３Ｂ……画素、４、４９、１
１９、１４９……水平駆動回路、６、４２、１０２……装置本体、７、４３、４７、１０
３、１０７、１４７……コントローラ、９、５１、５５、１０５、１５１……メモリ制御
回路、１０、４５、４６、５２、１５２……メモリ、１２、６２、１２２……原基準電圧
生成回路、１３、６０、１６０……シフトレジスタ、１４、６３、１２３……基準電圧生
成回路、１５Ａ～１５Ｎ、６１Ａ～６１Ｈ、７１、７２、８２Ｂ～８２Ｇ、９２Ｂ～９２
Ｇ……ディジタルアナログ変換回路、１７Ａ～１７Ｎ、７５、７６、８４Ｂ～８４Ｇ、９
４Ｂ～９４Ｇ、１３７Ａ～１３７Ｍ……セレクタ、２１、７３、７４、８３Ｂ～８３Ｇ、
９３Ｂ～９３Ｇ、Ｒ１～Ｒ７……分圧回路、２６、２６Ａ、２６Ｂ……抵抗直列回路、４
１、１０１、１３１……ＰＤＡ、５６……原基準電圧設定回路
                                                                                

【図１】 【図２】
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